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この時期になると「１月は行く、２月は逃げる、

３月は去る」という言葉をよく耳にします。確かに

1年の内でも３学期がその年度の検証、次年度に向

けての教育課程の編成等で慌ただしく、本当にあっ

という間に過ぎてしまうという感じがします。しか

し、忙しさを言い訳にするのではなく、与えられた

時間内でしっかりと評価と改善を行うべきです。評

価には、定性評価と定量評価があります。学校現場

においては、「最近子どもたちが落ち着いて勉強す

るようになった」「挨拶をよくするようになった」

といった定性評価が多く用いられています。研究紀要を見ても定性評価で成果の検

証をしている学校が多くあります。一方、学校には学校評価アンケート結果、全国

学力・学習状況調査といった数値で示される定量評価も多くあります。定量評価は

時には学校にとって厳しいデータが表に出ることもあります。しかし、耳の痛いこ

とにも耳を傾け、教員全体で危機意識を共有し、次年度の目標や方策等を作ってい

く段階で、チームとしての同僚性や個々の向上心が育つのです。

総合教育センターが毎学期ごとに提出を求めているデータの一つに、「ＩＣＴ活

用状況統計」があります。これは、電子黒板やプロジェクター等ＩＣＴを活用した

１クラスあたりの平均授業時間数のデータです。11月のデータを見てみると、最

も少ない学校と、最も多い学校では９倍という大きな差が出てしまいました。もち

ろん、ＩＣＴの活用はわかる授業を創り出すための手段であり、ＩＣＴを使うこと

が目的ではありません。ただ、プリントを答え合わせするときにも、実物投影機で

プリントを示すと、学習が苦手な子どもにもわかりやすくなります。また、社会の

授業などで実際に行けない地域の映像を提示することで、深く学び考えることがで

きるようになります。つまり、「どの子にもわかりやすい授業を提供する」という

授業のユニバーサルデザイン化のためには必須のアイテムになってくるはずです。

活用時間数が少ない学校に聞いてみると、「各教室で使いやすい設置がされてい

ない」「研修等により、教員のスキルを上げるという取り組みが不十分であった」

といった課題が見えてきました。この課題の改善に向け、総合教育センターとして

も、「アウトリーチ型の研修強化」「効果的な活用事例の周知」「総合教育センター

における研修講座の実施」といった具体的な取り組みにより学校を支援していきた

いと思っています。

これからの時代はＩＣＴの活用は当たり前になってきます。来年度以降は各学校

へのタブレットの導入やネットワーク環境の整備といったＩＣＴ環境の充実に取り

組んでいきたいと考えてます。その前に、今目の前にある設備を使いこなし、各学

校の活用時間数を延ばすことが喫緊の課題だと認識しています。

伊丹市立総合教育センターだより



もっと

新学習指導要領では、「情報活用能力」が言語能力等と同様に学習の基盤となる資
質・能力と位置づけられ、教科横断的に育成することが明記されました。
また、先月号でもお伝えした、「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」

においても、各学校において、コンピュータ等情報手段を活用するために、必要な環境
を整え、これらを適切に活用した学習活動を充実することと示されています。
今月号では、ＩＣＴの中でもタブレットを積極的に活用している学校の実践を紹介します。

情報活用能力とは

コンピュータ等の情報手段を適切に用いて、情
報を収集・整理・比較・発信・伝達したりする力の
ことです。

【情報活用能力を育成する学習活動例】
・キーボードでの文字入力、文章作成（国語）
・表やグラフの作成（算数・数学、理科）
・資料の作成や発表

（総合的な学習の時間）

はん

【社会科】
自動車の生産台数を表すグラフ等、資料を事前にタブレットに取り込み、

それをディスプレイに映して拡大提示しています。
注目させたい箇所に、マーカーで線を引いたり、子どもの意見を書き込

んだりすることができます。
また、机間指導中に、ノート等を撮影し、即座に提示することもできます。

（取材協力：桜台小学校）

【特別支援学級での教材作成】
タブレットのプレゼン作成アプリで、子どもたち一人

一人がオリジナルの教材（フラッシュカード）を作成し
ます。
写真や動画で撮影したもの等を活用して作成し、交

流学級で発表します。
自分のペースで作成することができ、また興味・関心

を持ち調べていくことで、学習内容もより深めることが
できます。 （取材協力：瑞穂小学校）

｢理科実験器具名｣

｢都道府県名｣

【グループでの振り返り学習】
｢家庭学習のへや｣や｢NHK for School｣を活用し、グルー

プ毎に課題を設定し、ドリルに取り組んだり、動画を視聴した
りすることで、学習内容の定着を図ることができます。
グループで取り組むことで、友だち同士、相談しながら進め
ることができます。個別学習にも活用できます。

（取材協力：池尻小学校）

｢家庭学習のへや｣

｢NHK for School｣

アプリ ｢Ｔｅｒｒａ Ｔａｌｋ｣ 【保健体育科】
球を遠くへ飛ばすために、バッティングフォームを撮影

し、動画で振り返ることで改善策を話し合います。活動し
て即振り返りができるため効果的です。

【英語科】
｢Ｔｅｒｒａ Ｔａｌｋ｣というアプリを活用し、リスニングやス

ピーキングの練習をしています。先生を待たなくても、自
分たちで確認することができます。また、英検対策等の
練習機能も付いているため、個別学習にも活用できま
す。

（取材協力：笹原中学校）

伊丹市教育委員会では、次年
度以降、各学校にタブレット、無線
ＬＡＮ環境の整備を計画しています。

今ある電子黒板等を教室に常設し、普
段から活用している学校は、タブレット
等の活用もスムーズに進みます。情報
活用能力育成に向け、実践例を参考
にして、さらにＩＣＴを活用しましょう！



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

書籍紹介 

ＩＣＴ活用関連の書籍を紹介します。 

授業力向上（カリキュラム）支援センターにて貸し出ししています。 
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